
東大病院先端医療開発フォーラム 

「アカデミア発研究開発における産官学連携の加速」開催レポート 

 

 平成 26 年 1 月 24 日（金）、東京大学伊藤国際学術研究センターにおいて、東大病院先

端医療開発フォーラム「アカデミア発研究開発における産官学連携の加速」を開催いたし

ました。 

 東大病院では、先端医療開発研究を目的とした多彩な取り組みが進められています。臨

床研究支援センターやトランスレーショナルリサーチ（TR)センターが、このような活動を

支える基盤として整備されており、22 世紀医療センター、医工連携部、ティッシュ・エン

ジニアリング（TE）部、ゲノム医学センターがそれぞれの分野で積極的に活動しています。

これらの組織を東大病院先端医療開発部門として位置づけ、シンポジウムを通じて部局間

の連携を深めるとともに、その多彩な取り組みを広くアピールすることを目的として共同

でシンポジウムを開催しました。東大病院と密接に連携しながら医療機器開発を進めてい

る工学部の医療福祉工学開発評価センターと、また人材育成を実践する「ライフイノベー

ションを先導するリーダー養成プログラム」が共催としてシンポジウムに参加しました。 

 シンポジウムの前半では、東大病院病院長門脇孝先生の開会の挨拶に続いて 12 の口演発

表がなされました。また、各部門に所属する講座の研究内容を発表する 61 のポスター発表

が行われました。ポスターの前では熱い議論が続きました。シンポジウムの後半は、「医療

機器開発における産官学連携の加速とレギュラトリーサイエンス」をテーマとして、「産」

の立場から、医療機器産業連合会会長の仲尾浩治先生、「学」の立場から、東大病院心臓外

科教授小野稔先生、「官」の立場から、独立行政法人医薬品医療機器総合機構理事長近藤達

也先生からの特別講演と、東京大学理事・副学長松本洋一郎先生からの「東京大学におけ

る産官学連携の取り組み」に関する御講演がなされました。我が国における医療機器開発

に関する取り組みや動向に関して意見交換する活発な討論がなされました。 

 シンポジウムには 247 名が参加されました。本シンポジウムが、医療における科学技術

の推進、および医薬品・医療機器・医療技術の研究開発、そしてその成果の社会的な受け

皿である医療産業の振興に尽力し、新たな医療システムの構築に向け社会に発信するため

の第一歩となることを希望しています。 

 

東大病院先端医療開発フォーラム 

実行委員会 一同 

 



 


